
― 13 ―

産
の
差
し
押
さ
え
・
公
売
の
検
討
を

実
施
中
で
あ
る
。
第
二
に
納
税
に
対

す
る
誠
意
や
意
欲
が
見
ら
れ
な
い
場

合
の
２
年
以
内
の
早
い
時
期
の
公
売
、

第
三
に
即
効
性
の
あ
る
預
貯
金
・

給
与
・
生
命
保
険
等
の
債
権
調
査
・
差

し
押
さ
え
の
強
化
、
第
四
に
訪
問
の

際
の
検
索
の
実
施
、
な
ど
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

水
道
事
業
管
理
者

②
４
億
円
の
経
費

の
節
減
は
、
当
然
水
道
料
金
の
値
上

げ
抑
制
に
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え

る
。

永
石
議
員

a
都
市
整
備
行
政
に
つ
い

て
中
高
層
建
築
物
と
な
る
携
帯
電
話

中
継
基
地
局
が
い
つ
の
間
に
か
市
内

に
20
基
以
上
建
設
さ
れ
て
い
る
。
桜
馬

場
一
丁
目
池
田
一
丁
目
鬼
橋
等
々
。
特

に
桜
馬
場
一
丁
目
基
地
局
の
近
隣
に

は
保
育
所
小
学
校
市
立
病
院
、
子
供
や

抵
抗
力
の
な
い
弱
者
の
集
合
場
所
が

あ
り
人
口
の
密
集
地
で
も
あ
る
。
残
念

な
が
ら
建
築
基
準
法
で
は
低
層
一
種

住
居
専
用
地
域
以
外
に
は
建
て
ら
れ

る
為
に
住
居
地
域
や
人
が
集
ま
る
商

業
地
域
等
と
こ
ろ
構
わ
ず
ど
ん
ど
ん

建
っ
て
い
る
。基
地
局
か
ら
出
る
電
磁

か
?!
こ
の
よ
う
な
中
で
具
体
的
に
お

聞
き
し
た
い
。

①
税
の
収
納
額
、
率
の
向
上
を
図
る

具
体
案
は
ど
の
よ
う
に
?!

納
税
の
義
務
者
で
あ
る
市
民
に
も

理
解
し
て
い
た
だ
く
に
は
充
分
な
説

明
、
合
意
が
必
要
で
あ
る
。

②
水
道
局
の
改
革
も
「
や
っ
と
」
と
い

う
感
が
あ
る
。
こ
の
改
革
か
ら
４
億

円
の
財
源
生
む
も
の
は
、
職
員
の
給

与
を
確
保
す
る
事
で
な
く
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
つ
ま
り
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
抑
制
す
る
財
源
に
充

て
る
と
理
解
す
る
が
間
違
い
な
い

か
。

市
長

a
①
第
４
次
行
革
の
実
現
、
達

成
に
向
け
全
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、

こ
の
大
綱
に
掲
げ
る
行
政
改
革
の
理

念
を
全
職
員
に
充
分
に
浸
透
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
市
の
将

来
展
望
を
見
据
え
、
民
に
出
来
る
こ

と
は
民
に
と
い
う
基
本
方
針
の
も

と
、
今
後
歴
史
･
観
光
や
研
究
学
園
都

市
、
企
業
誘
致
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
主

要
な
施
策
の
実
現
に
向
け
行
財
政
基

盤
の
確
立
は
喫
急
の
課
題
で
あ
る
。

不
退
転
の
決
意
で
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
く
覚
悟
で
あ
る
。
市
議
会
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
た
い
。

市
民
環
境
部
長

今
回
の
第
４
次
行
革

に
お
い
て
、
税
の
１
ポ
イ
ン
ト
収
納

率
上
昇
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
第

一
に
こ
れ
ま
で
の
不
動
産
に
加
え
動

波
は
耳
鳴
り
頭
痛
脳
腫
瘍
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

遺
伝
子
障
害
、
基
地
局
が
な
い
と
こ

ろ
よ
り
小
児
白
血
病
は
倍
以
上
多
い

等
の
報
告
が
あ
り
危
険
と
い
う
こ
と

で
各
地
で
建
設
中
止
や
撤
去
の
訴
訟

が
起
こ
っ
て
い
る
。
国
に
は
建
築
基

準
法
の
改
正
の
申
入
れ
、
市
で
は
環

境
保
全
条
例
の
制
定
を
し
規
制
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

s
教
育
行
政
に
つ
い
て

平
成
26
年
開
催
の
国
体
長
崎
県
大

会
で
本
市
の
競
技
種
目
と
対
応
は
。

市
長

a
建
築
基
準
法
に
お
い
て
用

途
地
域
で
建
築
で
き
る
建
築
物
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
条
例
で
制
限
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
住

民
の
居
住
環
境
の
保
全
や
建
築
物
等

の
予
防
と
調
整
、
あ
る
い
は
住
民
の

方
々
と
建
築
主
等
と
の
良
好
な
関
係

を
保
つ
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
周

知
を
図
る
こ
と
を
条
例
で
定
め
る
こ

と
は
で
き
る
と
考
え
る
。
今
後
、
先
進

地
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
う
い

っ
た
条
例
の
制
定
に
向
け
て
具
体
的

に
取
り
組
み
た
い
。

助
役

国
が
設
置
し
た
生
態
電
磁
環
境

研
究
推
進
委
員
会
に
よ
る
と
、
電
磁

波
は
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と

い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
指
針
に
基
づ
き
適
正
に
国
の

許
可
を
受
け
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
環
境
の
規
制
も
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。

市
長

s
今
年
度
県
に
国
体
準
備
室

平成18年２月１日 市議会だより 第 230 号

携
帯
電
話
中
継
基
地
局
か
ら
出
る

危
険
な
電
磁
波

教
師
を
５
段
階
で
評
価
す
る

勤
務
評
価
制
度
は
ほ
ん
と
う
に

『
子
ど
も
の
た
め
』
に
な
る
の
か

少
人
数
学
級
は
ど
う
す
す
め
ま
す
か

が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
準
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
検
討
中
で
あ
る
。
県
の
動

向
を
見
守
り
な
が
ら
大
村
市
の
考
え

方
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

競
技
種
目
に
つ
い
て
は
運
営
に
関
わ

る
各
競
技
団
体
と
の
協
議
や
調
整
の

う
え
決
定
し
た
い
が
、
シ
ー
ハ
ッ
ト
を

充
分
に
活
か
す
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
ま
た
、
大
村
市
体
育
協
会
と
も

連
携
の
も
と
、
長
期
的
な
展
望
に
立
ち

ジ
ュ
ニ
ア
層
の
競
技
力
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

日
本
航
空
学
園
の
大
村
校
誘
致
に
つ

い
て

久
野
議
員

a
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
人
事
評

価
制
度
は
教
職
員
が
自
ら
行
う
目
標

管
理
制
度
と
勤
務
評
価
制
度
か
ら
な

り
ま
す
。
勤
務
評
価
制
度
の
目
的
は

な
ん
で
す
か
。
評
価
の
結
果
は
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
で
す
か
。

②
個
人
評
価
が
主
と
な
れ
ば
、
教
師

は
階
層
化
・
官
僚
化
が
進
み
、
人
間

味
の
深
い
教
師
像
か
ら
遠
ざ
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
事
評
価

制
度
に
つ
い
て
大
村
市
教
育
委
員
会

は
ど
ん
な
見
解
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。




